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本体Ａ
本体Ｂ燃料出入機

グリッパ

（ナトリウムが付着し
 ていないものを扱う）

（ナトリウムが付着
 したものを扱う）

2018年8月30日に開始した「燃料体の処理作業」は、2019年1月28日で、今年度の作業を終了しました。
また、12月5日に2次冷却系ナトリウムの抜き取りを完了し、固化した状態でタンクに保管しています。
現在、来年度に実施する「燃料体の取出し作業」と「燃料体の処理作業」に万全を期すために、燃料体取
扱設備を含む性能を維持する設備について一つ一つ確実に点検作業を行っています。

「もんじゅ」廃止措置の
状況をお知らせします

今
年
度
は
、
当
初
目
標
と
し
て
い
た
１
０

０
体
中
86
体
の
「
燃
料
体
の
処
理
作
業
」
を

完
了
し
ま
し
た
。

「
燃
料
体
の
処
理
作
業
」
は
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
で
満
た
さ
れ
た
炉

外
燃
料
貯
蔵
槽
に
貯
蔵
し
て
い

る
使
用
済
燃
料
を
取
り
出
し
、

表
面
な
ど
に
付
着
し
て
い
る
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
洗
浄
後
、
缶
詰
缶

に
収
納
し
、
燃
料
池
に
移
送
、

貯
蔵
す
る
作
業
を
、
遠
隔
操
作

に
て
行
い
ま
し
た
。

作
業
中
に
は
、
燃
料
体
を
取

り
出
す
際
に
使
用
す
る
燃
料
出

入
機
本
体
Ａ
（
本
体
Ａ
）
の
操

作
中
に
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
ぐ
警
報
が
発
報
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
体

Ａ
内
部
に
あ
る
燃
料
体
を
つ
か

む
た
め
の
「
グ
リ
ッ
パ
」
に
ナ

ト
リ
ウ
ム
化
合
物
が
付
着
し
た

こ
と
に
よ
り
、
グ
リ
ッ
パ
の
開

閉
動
作
の
た
め
に
余
分
に
力

を
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が

原
因
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
、

グ
リ
ッ
パ
の
開
閉
状
態
を
監
視
す
る
こ
と
に

よ
り
、
状
態
の
変
化
が
見
ら
れ
た
場
合
に
グ

リ
ッ
パ
を
洗
浄
す
る
な
ど
の
作
業
手
順
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
本
体
Ａ
内
部
の
環
境
改

善
を
図
り
、
グ
リ
ッ
パ
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
化
合

物
が
付
着
し
に
く
く
す
る
た
め
の
対
策
を
行

い
ま
し
た
。

警
報
が
発
報
し
た
場
合
に
は
、
必
ず
作
業

を
一
時
中
断
し
、
事
象
の
原
因
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
必
要
な
対
策
を
講
じ
、
安
全
を
最

優
先
に
作
業
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
今
年
度
の
「
燃
料
体
の
処
理

作
業
」
の
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま

え
て
、
今
後
の
「
燃
料
体
取
出
し
作
業
」
へ

の
反
映
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
作
業
に
向
け
て
、
試
行

的
に
５
班
・
２
直
の
編
成
で
１
日
２
体
の「
燃

料
体
の
処
理
作
業
」
を
行
う
な
ど
、
来
年
度

の
作
業
に
万
全
を
期
す
た
め
の
準
備
も
行
い

ま
し
た
。

２
０
２
２
年
度
に
全
て
の
燃
料
体
を
燃
料

池
へ
移
送
す
る
計
画
の
完
遂
に
向
け
、
来
年

度
以
降
も
、
安
全
を
最
優
先
に
「
燃
料
体
取

出
し
作
業
」
を
進
め
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
の「
燃
料
体
取
出
し
作
業
」を
終
え
て

グリッパの構造

燃料等を
つかむ爪

実際の
グリッパ

も
ん
じ
ゅ「
燃
料
体

取
出
し
作
業
」の
状
況
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所
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
全
量

（
約
７
５
３
ト
ン
）
を
既
設
の
タ
ン

ク
５
基
と
一
時
保
管
用
タ
ン
ク
２
基

に
抜
き
取
り
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
タ
ン

ク
内
で
常
温
に
て
固
化
し
、
漏
え
い

す
る
リ
ス
ク
を
低
減
し
、
安
定
し
た

状
態
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

今
後
、「
燃
料
体
取
出
し
作
業
」

が
終
了
す
る
２
０
２
２
年
度
ま
で
の

間
に
、
そ
の
後
に
実
施
す
る
１
次
冷

却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
き
取
り
方
法

及
び
時
期
や
２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
含
む
抜
き
取
っ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
処
理
・
処
分
方
法
の
計
画
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
12
月
15
日
か
ら
、
定
期
設
備
点
検

（
又
は
事
業
者
自
主
検
査
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
本
点
検
（
又
は
検
査
）
に
お
い
て
は
、

「
燃
料
体
取
出
し
作
業
」
に
必
要
な
設
備
や

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
設
備
な
ど
の
機
能

が
健
全
に
維
持
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

そ
の
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
施

設
定
期
検
査
を
受
検
し
、
設
備
等
が
万
全
な

状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
来
年
度
の
「
燃

料
体
取
出
し
作
業
」
に
備
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
※�

施
設
定
期
検
査
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

も
ん
じ
ゅ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
（
本
誌
Ｐ
５
）
で

ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。）

今
後
も
安
全
確
保
を
最
優
先
に
、「
も
ん

じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
も
ん
じ
ゅ

の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

約
30
年
に
及
ぶ
も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措

置
で
は
、
使
用
済
燃
料
、
ナ
ト
リ
ウ
ム

及
び
廃
棄
物
の
搬
出
、
各
設
備
及
び
建

物
の
解
体
・
撤
去
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
第
１
段
階
の
重
要
な
作
業
と
し

て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
中
に
保
管
さ
れ
て
い

る
使
用
済
燃
料
を
取
出
し
、
表
面
な
ど

に
残
っ
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
洗
浄
し
た

後
、
燃
料
池
で
水
中
保
管
す
る
作
業

（「
燃
料
体
取
出
し
作
業
」）
を
進
め
て

い
ま
す
。
合
計
５
３
０
体
の
「
燃
料
体

取
出
し
作
業
」
を
２
０
２
２
年
度
ま
で

４
回
に
分
け
て
行
う
計
画
で
、
初
回
作

業
を
昨
年
８
月
30
日
か
ら
本
年
１
月
28

日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
初
回
作
業
で

は
、
一
つ
一
つ
の
工
程
を
確
認
し
な
が

ら
作
業
を
進
め
、
並
行
し
て
次
回
か
ら

の
作
業
を
よ
り
迅
速
か
つ
確
実
に
行
う

た
め
の
改
善
点
の
摘
出
、
作
業
員
の
習

熟
を
図
り
ま
し
た
。
燃
料
体
取
出
し
体

数
は
、
当
初
計
画
の
１
０
０
体
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
経
験
と

教
訓
を
今
後
の
作
業
に
反
映
し
、
２
０

２
２
年
度
に
計
画
通
り
完
了
す
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
作
業
と
並
行
し
て
、
施
設
の
安
全

確
保
、
潜
在
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
、
廃

止
措
置
の
各
段
階
に
応
じ
た
施
設
運

用
、
保
守
管
理
の
見
直
し
を
進
め
て
い

ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関
し
て
は
、
２

次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
タ
ン
ク
へ
の

抜
取
り
を
昨
年
12
月
に
完
了
し
、
現
在

は
常
温
で
固
化
し
た
状
態
で
保
管
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
廃
止
措
置
の
計
画
の
内
容
や

進
捗
状
況
を
丁
寧
に
ご
説
明
し
、
地
元

の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
着
実

に
進
め
て
行
く
所
存
で
す
。
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

もんじゅ所長
安部 智之

一
つ
一
つ
の
工
程
を
確
認
し
、

次
回
か
ら
の
作
業
も
迅
速
か
つ
確
実
に

ナトリウム移送前の配管等の設置状況を確認した時の様子

２
次
冷
却
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
抜
き
取
り

定
期
設
備
点
検（
又
は
事
業
者
自
主
検
査
）に
つ
い
て
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初の施設定期検査を受検
安全に「燃料体取出し作業」を行うために

赤
あか

松
ま つ

岳
た け

明
あ き

この研究に携わっている機構職員

もんじゅの燃料体取出しに必要な機器は決められ
た点検周期に基づいて点検しています。私は、機器
点検の際には小さな傷や変形などの兆候を見逃さな
いよう、協力会社さんとともに何度も繰り返し確認
をしています。

また、定期的に振動測定や温度測定なども実施し、
機器の状態をしっかり監視しています。安全かつ確実な燃料体取出しに貢献で
きるよう、細心の注意を払って点検を行っています。

敦賀廃止措置実証部門
高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部　電気保全課

もんじゅREPORTもんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る 

施
設
定
期
検
査
を
初
め
て
受
検

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
は
、
２
０
１
８
年
12
月

よ
り
、
初
の
施
設
定
期
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
、
１
０
０
％
出
力
運
転

後
に
行
う
国
の
使
用
前
検
査
に
合
格
し
て
い

な
い
た
め
、
建
設
段
階
の
原
子
炉
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
施
設
定
期
検
査
の
対
象
と
な
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

は
保
安
規
定
を
も
と
に
定
め
た
保
全
計
画
に

従
い
、
自
主
的
に
設
備
点
検
及
び
機
能
試
験

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
炉
心
等
に
燃
料
体
が
入
っ
た
状

態
で
廃
止
措
置
段
階
に
移
行
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
た
め
、「
研
究
開
発
段
階
発
電
用
原

子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基

づ
き
初
め
て
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
施

設
定
期
検
査
を
受
検
し
て
い
ま
す
。

施
設
定
期
検
査
は
、
事
業
者
が
行
う
性
能

維
持
施
設
の
機
能
及
び
作
動
の
状
況
を
確
認

す
る
た
め
の
検
査
（
事
業
者
自
主
検
査
）
に
、

原
子
力
規
制
庁
の
原
子
力
施
設
検
査
官
が
立

ち
会
う
、
ま
た
は
そ
の
検
査
の
記
録
を
確
認

す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

保
全
計
画
に
基
づ
く
設
備
点
検
で 

性
能
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
確
認

施
設
定
期
検
査
期
間
中
に
行
う
定
期
設
備

点
検
は
、
保
全
計
画
に
従
っ
て
実
施
し
ま

す
。
昨
年
12
月
に
「
燃
料
体
の
処
理
作
業
」

に
影
響
の
な
い
設
備
か
ら
開

始
し
、
１
月
下
旬
か
ら
は
、

来
年
度
の
「
燃
料
体
取
出
し

作
業
」
に
関
連
し
た
設
備
・

機
器
類
に
つ
い
て
一
つ
一
つ

確
実
に
実
施
し
、
性
能
が
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
事
業

者
自
主
検
査
に
よ
り
確
認
し

ま
す
。
事
業
者
自
主
検
査

は
、
燃
料
取
出
し
に
関
す
る

設
備
、
燃
料
貯
蔵
に
関
す
る

設
備
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
系
統
設

備
な
ど
を
対
象
に
全
部
で
35

項
目
あ
り
ま
す
。

な
お
、
次
回
の
施
設
定
期

検
査
は
、
法
令
の
定
め
に
よ

り
「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
止
措
置

計
画
に
定
め
る
時
期
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

本
施
設
定
期
検
査
以
降
に
つ
い
て
は
、
概
ね

16
か
月
の
周
期
で
性
能
維
持
施
設
の
機
能
が

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
ま

す
。引

き
続
き
、
着
実
に
点
検
を
実
施
す
る
と

と
も
に
必
要
な
検
査
を
受
検
し
、
今
後
予
定

し
て
い
る
「
燃
料
体
取
出
し
作
業
」
の
安
全

か
つ
確
実
な
実
施
に
向
け
て
、
万
全
の
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

電動機の点検で傷の有無を確認している様子
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廃止措置における共同研究の活用

土
つち

田
だ

大
だ い

輔
す け

この研究に携わっている機構職員

2008年の廃止措置開始当初より「ふげん」で発生
する放射性廃棄物の管理業務に従事しています。廃
止措置作業で発生するさまざまな放射性廃棄物の中
で、熱交換器などの解体で大量に発生する細い配管
の処理に着目し、2014年より今回ご紹介した乾式除
染方法による内面除染の研究を民間企業と共同で行っています。今後も「ふげん」
で発生する放射性廃棄物の適切な処理・処分に努めていきます。

敦賀廃止措置実証部門
新型転換炉原型炉ふげん
廃止措置部　施設管理課

ふげんREPORT

除染作業を効率化する装置を共同開発

ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
で 

細
い
配
管
の
除
染
作
業
を
効
率
化

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
民
間
企
業
の
優
れ
た

技
術
や
大
学
の
研
究
テ
ー
マ
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
り
廃
止
措
置
作
業
を
効
率
的
に
行
う

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
例
と
し
て
、
民
間
企

業
と
の
共
同
研
究
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ふ
げ
ん
」
で
発
生
す
る
解
体
撤
去
物
の

大
部
分
は
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
が
少
な

い
た
め
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
を
適
用
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
の
う

ち
、
太
い
配
管
は
縦
割
り
に
し
て
内
面
を
露

出
さ
せ
、
放
射
線
測
定
や
除
染
作
業
を
行
い

ま
す
が
、
細
い
配
管
は
発
生
量
が
膨
大
な
た

め
、
す
べ
て
を
縦
割
り
に
す
る
の
は
非
効
率

で
す
。

そ
こ
で
民
間
企
業
と
の
共
同
研
究
で
開
発

を
進
め
て
い
る
の
が
、
研
磨
材
（
金
属
の
粉
）

を
用
い
て
除
染
を
行
う
乾
式
除
染
装
置
で

す
。
細
か
い
金
属
の
粉
で
配
管
を
研
磨
す
る

こ
と
に
よ
り
、
縦
割
り
に
し
な
く
て
も
内
外

面
に
付
着
し
た
放
射
性
物
質
な
ど
を
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
共
同
研
究
で
は
現
場

か
ら
切
り
出
し
た
解
体
撤
去
物
を
用
い
て
性

能
確
認
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
こ
の
乾
式

除
染
装
置
の
大
型
化
や
自
動
化
、
更
に
は
縦

割
り
を
し
な
い
（
内
面
を
曝さ

ら

さ
な
い
状
態
）

配
管
の
放
射
線
測
定
方
法
の
検
討
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

今
後
も
企
業
や
大
学
と
技
術
開
発
を

こ
の
よ
う
に
、
廃
止
措
置
に
お
け
る
安
全

で
効
率
的
な
技
術
の
創
造
に
取
り
組
む
こ
と

も
「
ふ
げ
ん
」
の
使
命
で
す
。
引
き
続
き
、

民
間
企
業
、
大
学
、
研
究
機
関
な
ど
と
連
携

し
、
廃
止
措
置
の
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、

今
後
軽
水
炉
の
廃
止
措
置
へ
の
展
開
も
視
野

に
、
安
全
で
効
率
的
な
廃
止
措
置
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小口径（細い配管）用の乾式除染装置

除染前のドラム内。付着物が付い
た細い配管を、縦割りせずにその
ままドラム内に入れています。

除染機（ドラム）の中に細い配管を
入れて回転させ、研磨材を砂嵐のよ
うに吹き付けることで配管の内外を
研磨して除染します。

除染後のドラム内の拡大写
真。細い配管の内外の付着
物が取り除かれています。

除染前

除染後

除染機

集塵機

制御盤

＜乾式除染装置のしくみ＞

細い配管

ドラム

内筒

研磨材

研磨材循環

羽根車

【構造】
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スマデコではこのような体験ができます

さ
ら
な
る
技
術
力
の
向
上
へ

ふ
く
い
ス
マ
ー
ト
デ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン
グ
技
術
実
証
拠
点
（
ス
マ
デ
コ
）
は
、
廃
止
措
置
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
参
入
を

支
援
す
る
施
設
で
す
。
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
が
徐
々
に
本
格
化
す
る
今
、
廃
止
措
置
の
現
場
を
模
擬
的
に

体
験
で
き
、
さ
ら
な
る
技
術
向
上
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

︿
お
問
い
合
わ
せ
﹀

高
速
炉
・
新
型
炉
研
究
開
発
部
門

敦
賀
総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

レ
ー
ザ
ー
・
革
新
技
術
共
同
研
究
所

革
新
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
７
０
（
21
）５
０
３
３（
直
通
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
７
０
（
25
）５
７
８
２

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://fsd.jaea.go.jp

施設利用案内

廃止措置の現場を動く立体画像で仮想体験

材料のレーザー溶断検証

防護服やマスク等の装備体験

本
格
化
す
る
廃
止
措
置
市
場

原
子
力
発
電
所
に
関
わ
る
事
業
は
こ
れ

ま
で
、
発
電
所
の
建
設
や
設
備
な
ど
の
維

持
管
理
・
保
守
作
業
な
ど
が
主
で
し
た
。

し
か
し
、
原
子
力
発
電
の
商
業
利
用
が
始

ま
っ
て
50
年
以
上
が
た
ち
国
内
外
で
は
多

く
の
原
子
力
発
電
所
が
廃
止
措
置
へ
移
行

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
廃
止
措
置
に
移
行
す

る
原
子
力
発
電
所
が
増
え
る
の
に
伴
い
、

廃
止
措
置
の
基
盤
作
り
や
人
材
育
成
な
ど

へ
の
ニ
ー
ズ
が
次
第
に
高
ま
っ
て
い
ま�

す
。

新
た
な
分
野
へ
の
参
入
を
視
野
に

廃
止
措
置
の
中
で
も
、
放
射
性
物
質
を

含
ま
な
い
場
所
の
解
体
は
、
通
常
の
建

設
・
解
体
作
業
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
原
子
力
施
設
の
廃
止
措
置

で
は
放
射
線
測
定
や
被
ば
く
管
理
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
る
作
業
、
水
中
切
断
、
廃
棄

物
管
理
な
ど
原
子
力
施
設
特
有
の
作
業
が

発
生
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
有
な
作
業
を
よ
り
安
全
か

つ
効
率
的
に
行
う
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
技
術
開

発
で
す
。
す
で
に
こ
れ
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
企
業
も
増
え
て
お

り
、
今
後
も
廃
止
措
置
市
場
は
、
拡
大
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
デ
コ
は
、
福
井
県
内
に
廃
止
措
置

に
関
連
す
る
技
術
力
を
蓄
え
て
い
た
だ

き
、
廃
止
措
置
ビ
ジ
ネ
ス
を
リ
ー
ド
す
る

企
業
群
の
成
長
を
支
援
す
る
目
的
で
開
設

し
ま
し
た
。
館
内
に
は
、
廃
止
措
置
に
関

わ
る
環
境
を
模
擬
体
験
で
き
る
施
設
な
ど

を
備
え
て
お
り
、
施
設
の
利
用
を
通
じ
て

廃
止
措
置
作
業
へ
の
新
規
参
入
に
必
要
な

技
術
力
向
上
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

廃
止
措
置
を
新
分
野
へ
の
参
入
の
チ
ャ

ン
ス
と
お
考
え
の
企
業
の
皆
様
に
は
、
ぜ

ひ
ス
マ
デ
コ
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

〜
地
元
企
業
の
廃
止
措
置
市
場
へ
の
参
入
を
支
援
中
〜
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●
燃
料
取
り
出
し
作
業
は
数
も
多
く
一
日

に
取
り
出
す
本
数
も
し
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
大
変
な
仕
事
で
す
ね
。

�
 

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
本
機
構
活
動
の
多
く
は
一
般
人
に
は
近

よ
り
が
た
い
感
覚
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
本
誌
等
で
も
、
概
要
を
マ
ン

ガ
的
に
ま
と
め
示
す
こ
と
も
考
え
る
と

良
い
。�

（
伊
勢
崎
市
・
男
性
）

●
安
全
を
最
優
先
に
燃
料
体
取
出
し
作
業

に
関
わ
っ
て
い
る
職
員
の
顔
写
真
入
り

紹
介
は
良
い
で
す
ね
。
不
安
が
払
拭
さ

れ
、
若
者
に
応
援
を
送
り
た
い
気
持
に

な
り
ま
す
。�

（
南
越
前
町
・
女
性
）

●
見
出
し
、
文
と
も
に
大
き
い
字
で
読
み

や
す
い
で
す
。
女
性
が
主
体
の
広
報
活

動
、
活
躍
の
発
表
の
場
を
増
や
し
、
難

し
く
堅
い
原
子
力
の
理
解
を
も
っ
と
広

げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
 

（
南
越
前
町
・
女
性
）

●
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
数
々
の
取
り
組

み
が
あ
り
、
安
心
し
た
。
な
る
べ
く
多

く
の
人
に
実
情
が
届
く
と
い
い
。

�
 

（
鯖
江
市
・
男
性
）

●
事
故
の
起
き
な
い
慎
重
な
作
業
と
ス

ム
ー
ズ
な
燃
料
抜
き
出
し
を
期
待
し
て

い
ま
す
。�

（
美
浜
町
・
男
性
）

●
機
構
と
地
域
住
民
と
を
つ
な
ぐ
大
切
な

広
報
誌
で
あ
り
誰
に
で
も
解
り
や
す
く

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
の
記

載
を
求
め
た
い
。�

（
美
浜
町
・
男
性
）

●
作
業
上
の
マ
イ
ナ
ス
点
も
あ
き
ら
か
に

し
て
、
そ
の
理
由
、
経
過
、
保
全
に
つ

い
て
説
明
し
て
欲
し
い
。

�
 

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
テ
レ
ビ
、
新
聞
に
よ
る
報
道
に
よ
り
、

ま
す
ま
す
疑
心
暗
鬼
が
生
じ
ま
す
。
あ

ま
り
明
ら
か
に
す
る
と
余
計
に
不
安
が

つ
の
る
と
思
い
ま
す
。�（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
「
も
ん
じ
ゅ
」
が
な
く
な
る
の
は
さ
み

し
い
が
仕
方
な
い
。
こ
れ
に
替
わ
る
も

の
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
安
全
な
作
業

を
。�

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
安
全
に
作
業
が
出
来
る
よ
う
、
職
員
の

努
力
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

�
 

（
敦
賀
市
・
男
性
）

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の

ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご

意

見

箱

さ
い
く
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

活
動
継
続
中

原
子
力
機
構
で
は
、
地
域
の
皆
様
か
ら

の
ご
依
頼
に
応
じ
、
原
子
力
機
構
の
事
業

な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く

「
さ
い
く
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
継
続
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
が
廃
止
措
置
に
移
行
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
以
降
は
、「
も
ん

じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
計
画
、
廃
止
措
置

の
最
初
の
作
業
と
な
る
「
燃
料
体
の
取

出
し
作
業
」
や
全
て
の
２
次
系
ナ
ト
リ

ウ
ム
の
抜
き
取
り
作
業
な
ど
の
廃
止
措

置
作
業
状
況
に
つ
い
て
、
地
域
の
多
く

の
皆
様
に
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
区

長
会
や
各
種
団
体
、
企
業
な
ど
の
集
ま

り
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
の

べ
８
０
０
名
の
方
々
に
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

説
明
は
、
敦
賀
地
区
女
性
職
員
に
よ
る

広
報
チ
ー
ム
「
あ
っ
ぷ
る
」
の
メ
ン
バ
ー

が
、
わ
か
り
や
す
く
、
聞
き
手
に
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
に
資
料
や
説
明
内
容
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
ご
指
定
い
た
だ
き
ま
し
た
日

時
・
場
所
、
ま
た
何
名
様
の
会
合
で
も
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

 
●
お
問
い
合
わ
せ
先

敦
賀
事
業
本
部 

地
域
共
生
部 

地
域
共
生
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ��

０
７
７
０
（
21
）
５
０
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ��
０
７
７
０
（
21
）
２
０
４
５

「さいくるミーティング」の様子。さまざまな場に
お伺いし、ご説明させていただいています。
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つ
る
が
の
四
季

発
行
所 

■ 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
敦
賀
事
業
本
部
＝
〒
９
１
４

−

８
５
８
５ 

敦
賀
市
木
崎
65
号
20
番

☎
０
７
７
０
（
23
）
３
０
２
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.jaea.go.jp  （
平
成
31
年
3
月
発
行
）

─
№ 121

ま
ち
な
か
に
残
る
敦
賀
城
の
伝
承

そ
の
ほ
か
に
も
敦
賀
城
の
伝
承
は
点
在
し

て
い
ま
す
。
八
幡
神
社
に
は
、
敦
賀
城
の
欄

間
や
礎
石
、
鬼
瓦
、
吉
継
が
寄
進
し
た
と
さ

れ
る
石
灯
篭
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
来
迎
寺

に
は
敦
賀
城
中
門
、
客
殿
に
は
腰
高
障
子（
県

文
化
財
指
定
）
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
真
願

寺
の
境
内
に
は
、
敦
賀
城
の
乾い

ぬ
い
も
ん門
跡
の
礎
石

が
残
り
、
城
跡
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
第
に
春
め
き
、
町
歩
き
が
楽
し
く
な
る

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
幻
と
言
わ
れ
た
敦
賀
城

の
足
跡
を
辿
り
、
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
の

も
一
興
で
す
。

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

︿
お
問
い
合
わ
せ
﹀

⃝

気
比
史
学
会 （
川
村
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０
・
２
０
９
２
・
８
２
４
７

敦
賀
西
小
学
校
の
発
掘
調
査
で 

敦
賀
城
の
建
物
跡
が
出
土

か
つ
て
敦
賀
に
築
か
れ
て
い
た
「
敦
賀
城
」

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

敦
賀
城
は
、
天
正
11
年
（
１
５
８
３
）
に

秀
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
蜂は

ち

屋や

頼よ
り

隆た
か

が
築
城
に

着
手
。
天
正
17
年
（
１
５
８
９
）
に
頼
隆
が

病
死
し
た
後
、
大
谷
吉よ

し

継つ
ぐ

が
領
主
と
な
り
、

整
備
拡
充
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
１
６
０
０
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
で
吉

継
は
自
害
し
、
１
６
１
５
年
に
江
戸
幕
府
が

発
令
し
た
一
国
一
城
令
に
よ
り
、
築
城
か
ら

わ
ず
か
30
余
年
で
姿
を
消
し
ま
し
た
。

長
く
文
献
で
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
「
幻
の
城
」
と
も
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
２
０
１
０
年
に
行
わ
れ
た
敦
賀
西
小
学

校
新
校
舎
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
敦
賀
城

の
築
か
れ
た
16
世
紀
末
頃
の
建
物
跡
が
出

土
。
地
下
約
２
メ
ー
ト
ル
の
地
層
か
ら
柱
を

置
い
た
礎そ

石せ
き

や
同
時
代
の
陶
磁
器
、
瓦
な
ど

が
発
見
さ
れ
、
改
め
て
そ
の
存
在
に
注
目
が

集
ま
り
ま
し
た
。

大
谷
吉
継
が
町
割
り
し
、 

敦
賀
湊
の
基
礎
を
築
く

遺
構
や
伝
承
か
ら
推
定
さ
れ
る
敦
賀
城
の

立
地
は
、
旧
笙
ノ
川
河
口
域
の
左
岸
付
近
。

現
在
の
結
城
町
と
三
島
町
１
丁
目
に
ま
た
が

る
南
北
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
３
０

０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
当
た
り
ま
す
。

敦
賀
城
は
水
城
で
、
慶
長
国
絵
図
に
記
さ

れ
た
敦
賀
城
に
は
三
層
の
天
守
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
敦
賀
城
の
領
主
と
な
っ
た
大
谷
吉

継
は
、
旧
笙
ノ
川
河
口
左
岸
の
低
湿
地
を
埋

め
立
て
て
城
域
を
整
備
し
、
右
岸
の
町
割
を

行
い
ま
し
た
。
吉
継
は
地
方
支
配
に
優
れ
た

統
治
者
で
、
当
時
の
敦
賀
が
軍
事
・
物
流
の

最
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
敦
賀
湊
の

発
展
に
つ
な
が
る
都
市
計
画
や
商
人
の
育
成

に
努
め
ま
し
た
。
一
国
一
城
令
で
廃
城
と

な
っ
た
後
の
敦
賀
城
跡
に
は
小
浜
藩
の
陣

屋
・
奉
行
所
・
代
官
所
な
ど
が
建
て
ら
れ
、

明
治
の
廃
藩
置
県
後
で
敦
賀
県
と
な
る
と
県

庁
が
お
か
れ
ま
し
た
。

敦
賀
西
小
学
校
近
く
に
あ
る
敦
賀
市
文
化

振
興
課
分
室
に
は
、
敦
賀
西
小
学
校
か
ら
の

出
土
遺
物
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
遺
構
が
出

土
し
た
敦
賀
西
小
学
校
校
門
前
に
は
、
そ
ん

な
敦
賀
城
の
足
跡
を
記
し
た
石
碑
が
建
て
ら

れ
て
お
り
、
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま�

す
。

敦賀城の遺構が出土した敦賀西小学校前の石
碑。「敦賀城の跡」と題され、城とその後の歴史
について紹介しています。

文化振興課分室に展示された敦賀町奉行所跡の
出土遺物。このうちのいくつかは敦賀城の時代
に遡る可能性があります。  提供／敦賀市教育委員会

来迎寺の木製加飾腰高障子（13 枚の中の 2 枚）
／桃山時代。敦賀城から伝わったとされるもの
で、県の文化財に指定されています。

三ノ丸八幡神社

西小学校

敦賀病院

真願寺

旧笙ノ川

足軽屋敷

御
茶
屋

絵図に記載されている公共施設
西小学校の位置にある町奉行所、代官屋敷
今回の調査範囲

敦賀城および敦賀町奉行所、代官屋敷の位置

伝承による東、西、南堀跡

敦賀町絵図（1720 年頃）

現在の西小学校周辺地図

鳥衾瓦

瓦を含む層

炭を含む層

湿地帯の層

裁判所石垣

平成２１年 ２００９年 校舎の移転新築により発掘調査が行われる

昭和４０年 １９６５年 敦賀地方裁判所の移転により建物撤去

昭和３３年 １９５８年 西小学校で最初の鉄筋コンクリート
校舎が完成する

明治４２年 １９０９年 敦賀高等小学校、敦賀女学校が
移転新築される（今の西小学校）

明治２０年 １８８７年 敦賀区裁判所が新築される

明治１４年 １８８１年 現在の福井県ができる

明治９年 １８７６年 若狭と敦賀が滋賀県に編入される

明治６年 １８７３年 敦賀県の成立により
奉行所跡地に敦賀県庁が新築される

文化４年 １８０７年 洪水により、敦賀町ほぼ全体が浸水

元禄７年 １６９４年 洪水により、敦賀町全体が浸水

寛永１１年 １６３４年 敦賀が若狭小浜藩領となる

寛永元年 １６２４年 敦賀町奉行所、代官所が建てられる

元和２年 １６１６年 敦賀城が破却される

慶長７年 １６０２年 陣屋（御茶屋）が整備される

慶長５年 １６００年 関ヶ原の戦い。この年敦賀城天守が焼失？

天正１７年 １５８９年 大谷 吉継が敦賀城を拡張、整備する

天正１１年 １５８３年 これ以降に蜂屋 頼隆により敦賀城築城開始

西小学校発掘調査関連歴史年表 西小学校発掘調査土層図

現 

代

明 

治 

時 

代

江 

戸 

時 

代

戦 

国 

時 

代

室 

町 

時 

代

西小学校 発掘調査　現地説明会　図版資料

平成 22年３月 22 日　敦賀市教育委員会

①

②

④

③

⑤

遺物の出土位置とその年代

①　木簡「大金町」、磁器「汽船…」

②　灯明皿：17世紀中葉、染付磁器：17世紀代

④　瀬戸焼志野向付：16世紀末、輪花皿：16世紀中葉、天目茶碗：16世紀中葉

⑤　越前焼すり鉢：14世紀末～15世紀前半

礎石

礎石

礎石

礎石

礎石

③　整地層に含まれていた瓦

軒丸瓦
敦賀城があったと推定されるエリア。敦賀西小学校を中心に
結城町と三島町にまたがる範囲が該当します。

提供／敦賀市教育委員会

敦賀城

約
30
年
で
姿
を
消
し
た

幻
の
城
、敦
賀
城
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